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2)「～なN」 (2) めっちゃめっちゃな／そっくりな 
3)「～するN」 (3) 担架の上に臥ている仲三さんは、むんむんする生臭いような臭気を発散させ
ていた。 










































































































                                                 
6 動作動詞はさらに継続動作性動詞と瞬間動詞に分類されている。 
7 譙 2010は動作動詞、状態性動詞、動作状態性動詞の3分類のうち、動作状態性動詞をさらに、次のように6つに分
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会会議録」で構成されているため、データの偏りを防ぐことができる。 


















































  オノマトペ 合計   オノマトペ 合計   オノマトペ 合計   オノマトペ 合計 
1 あたふた 1 38 くらくら 1 75 すべすべ 1 112 ぴちぴち 1 
2 あっさり 11 39 ぐらぐら 2 76 ずんぐり 3 113 びっくり 22 
3 いちゃいちゃ 1 40 くりくり 2 77 せかせか 1 114 ぴったり 5 
4 いらいら 9 41 げっそり 2 78 ぞくぞく 1 115 ぴっちり 1 
5 うじうじ 2 42 げんなり 1 79 そわそわ 2 116 ひりひり 1 
6 うずうず 1 43 ごちゃごちゃ 1 80 たっぷり 2 117 ぴりぴり 6 
7 うっかり 1 44 こっくり 2 81 だらだら 5 118 ひんやり 5 
8 うっとり 2 45 ごつごつ 5 82 ちくちく 4 119 ぶかぶか 2 
9 うとうと 1 46 こってり 7 83 ちやほや 4 120 ふさふさ 1 
10 うようよ 1 47 ごてごて 1 84 ちゃらちゃら 3 121 ふっくら 12 
11 うろうろ 9 48 こりこり 3 85 ちらちら 1 122 ふにゃふにゃ 1 
12 うんざり 7 49 ごりごり 1 86 つるつる 4 123 ぶよぶよ 1 
13 おずおず 1 50 ころころ 1 87 つんつん 1 124 ふらふら 3 
14 おっとり 6 51 ごろごろ 4 88 てきぱき 1 125 ぶらぶら 3 
15 おどおど 10 52 ごわごわ 2 89 どきどき 8 126 ぶるぶる 1 
16 おろおろ 1 53 こんもり 1 90 どぎまぎ 1 127 ふわふわ 2 
17 がくがく 1 54 さくさく 2 91 どっしり 2 128 べたべた 2 
18 かさかさ 3 55 さっぱり 15 92 どろどろ 5 129 べったり 1 
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20 がっしり 15 57 さらさら 7 94 なよなよ 2 131 ぽかぽか 1 
21 かっちり 1 58 ざらざら 7 95 にこにこ 7 132 ほくほく 1 
22 がっちり 6 59 さわさわ 2 96 にたにた 1 133 ぼそぼそ 1 
23 かりかり 1 60 ざわざわ 2 97 ぬくぬく 1 134 ぽっちゃり 5 
24 ぎくしゃく 7 61 じくじく 1 98 ぬるぬる 3 135 ぼんやり 15 
25 ぎざぎざ 1 62 じたばた 1 99 ねちねち 1 136 ほんわか 1 
26 ぎすぎす 3 63 しっかり 101 100 ねばねば 1 137 むかむか 4 
27 きっちり 4 64 しっくり 1 101 のっぺり 4 138 むっくり 1 
28 きびきび 4 65 しっとり 4 102 のんびり 16 139 むっちり 3 
29 きょろきょろ 1 66 しっぽり 1 103 はきはき 3 140 もじもじ 2 
30 きらきら 6 67 じめじめ 2 104 ぱくぱく 1 141 もたもた 2 
31 ぎらぎら 6 68 しゃんしゃん 1 105 ばさばさ 1 142 もやもや 8 
32 ぐずぐず 3 69 しょんぼり 2 106 ぱさぱさ 3 143 やきもき 3 
33 くたくた 1 70 じりじり 1 107 はっきり 97 144 ゆっくり 11 
34 くっきり 4 71 しんみり 2 108 はらはら 2 145 よたよた 1 
35 ぐったり 5 72 すーす  ー 2 109 ばりばり 1 146 わいわい 1 
36 ぐにゃぐにゃ 1 73 すかすか 1 110 ぴかぴか 2 147 わくわく 5 
37 くよくよ 10 74 すっきり 23 111 びくびく 4       
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(30) 「うっわぁ〜逆恨みもいいところねぇ」 私が言うと、 「いえ、わたしの力が足りなかったせ
















































良いかもしれないといつも思います (Yahoo!知恵袋) 【食料】 
 













































知覚の対象になるもの スル シタ シテイル シテイタ 
個別
合計 
1人間の音声を表現するもの ― ― ― ― ― 
2人間の容貌・表情を表現するもの 3 84 11 2 100 
3人間の体つきをあらわすもの 0 35 3 0 38 
4人間の服装を表現するもの 2 13 2 0 17 
5人間の行動を表現するもの 14 16 17 3 50 
6人間の性情を表現するもの 4 45 4 0 53 
7人間の内部感覚・感情などを表現するもの 39 106 17 4 166 
8自然界の音響を表現する ― ― ― ― ― 
9自然界の様子を表現するもの 0 27 0 0 27 
10植物の立てる音響を表現するもの ― ― ― ― ― 
11植物の様子を表現するもの ― ― ― ― ― 
12動物の鳴き声を表現するもの ― ― ― ― ― 
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14動物の様子を表すもの 0 2 1 0 3 
15動物の動きを表現する 0 0 0 1 1 
16事物の立てる音響を表現する ― ― ― ― ― 
17事物の様子を表現するもの 4 58 3 0 65 
18事物の動きを表現するもの 1 11 1 2 15 
19事物の分量・程度・確実さ・進行などを表現する 0 26 2 0 28 
20抽象的概念を表現するもの 7 126 14 1 148 








 「2 人間の容貌・表情を表現するもの」、「7 人間の内部感覚・感情などを表現するもの」、「20
抽象的概念を表現するもの」の用例が圧倒的に多く、「7」において「シタ」形で用いられたものは、
感情を表すものよりも「ぴりぴりした痛さ」のような感覚を表すものである。 











った。(上橋 菜穂子) 【心】 
(35) アナウンサーやレポーターに危ない場所から中継させるのですか？風雨が強いことがわかる映
像ならいいんじゃないかと思うんですが。人が壊れたビニール傘を持ってヨタヨタしてる映像
って、そんなに意味あるでしょうか？ (Yahoo!知恵袋) 【映像】 
(36) なんていうか、ひじとか、ひざの、じくじくしていた傷口がカサブタになってはがれた、みた
いな、さばさばとした表情だった。 (笹生 陽子) 【形】 
(37) 「ほーら、全部入ったでしょう。これで安心だ。よかったねえ、おばあちゃん」  それを見て、
最初はニコニコしていた鈴木さんが、急になにかを思い出したようです。(横田 濱夫) 【人物】 
黄 慧 























































せてやろう。わしがかつてまだ紅顔のうぶな大学生だった頃の話だ。 (恩田 陸) 
(46) 声は一オクターブ下がり、おどおどした様子もなくなった。「ええ、違うわ。リサは私の義理の













なげだった。といっても、それは後になって思い出したことである。 (小池 真理子) 














































































































鈴木重幸(1957)「日本語動詞のすがた(アスペクト)について ― ～するの形と～しているの形 ―」
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 In this study, I focused on the “onomatopoeia + suru” form, which modified the noun. I classified 
“onomatopoeia + suru” forms and modified nouns, then I analyzed what kind of nouns are modified by the 
“onomatopoeia + suru” form, and examined about the correlation between the former and the latter. 
 It is revealed that the “onomatopoeia + suru” form used as noun modifier usually appeared as “-shita” 
form. Most of the forms can be interpreted to express “attribute”, while those which can be interpreted to express 
“event” are few. 
 With respect to the modified nouns, the most of them express “human activities – spirits and action”. 
Including also “nouns of body parts” which belong to the “nucleus of human activities” and the “natural objects”, it 
can be said that most of the modified nouns are relevant to humans. In other words, the “onomatopoeia + suru” 
forms as noun modifier are mostly used for describing about human beings. 
 As to the data used in this study, there were comparatively few noun modifiers which formed the 
“inside-relation”, namely, the other usages were the majority. There is another feature of the “onomatopoeia + suru” 
form. Even if it determined the attribute as “-shiteiru / -shita” form, some are used also as predicate, but others used 
only as noun modifier. 
